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１０月１７日  油流出事故発生時の写真 

これから寒さがきびしくなりますよね。各家庭や事業所等で、

暖房用燃料として灯油や重油等の取り扱いが増えると同時に、油

の流出に起因した水質事故が増える傾向にあります。 

 事故の多くは、人為的なミスによるものです。日ごろから油類

の取り扱いには十分に注意しましょう！ 

 

 

 
最近は電動式の給油ポンプが多く使われています。自動的に停止する装置がついていても 

目を放したすきにポンプが傾いたりして溢れてしまうことがあります。 

油流出事故で一番多いのが、このようなケースです。給油が終わるまで、 

決して目を離さないようにしましょう。 

（ホームタンクや配管の定期点検も実施しましょう。） 

給油のときは、そばを離れない！ 

冬期間は暖房に灯油を使う機会が多くなります。 

ちょっとした不注意で油をこぼしたり、多量に流してし

まったりして、河川に油が流出する事故が増えてきます。 

 河川の水は、水道水や工業用水などに幅広く使われてい

ます。油流出事故を起こさないよう注意していきましょ

う。水質事故により、上水道等の取水停止、社会生活や川

の中に住んでいる生き物・水循環系に重大な危険を及ぼす

場合もあります。 

※尚、被害を防止するために使用した 

オイル吸着マット等の費用は原因者に 

請求され、50万円を負担したケースも 

あります。 

 

オイルフェンス設置の様子 

１０月に大石田出張所管内で 

灯油の流出事故が発生しました！ 

油の流出事故を起こした場合や 

発見した場合は･･･ 

お近くの 

消防署・警察署 

市町村役場 

県の各総合支庁 

国土交通省 

へご連絡ください！ 

大石田出張所では 

油流出事故に備えて、10 月 28

日にオイルフェンス設置訓練

を行いました。 



 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【発行】 

国土交通省 東北地方整備局 新庄河川事務所 大石田出張所 （担当：田子内・木内） 

〒999-4113 大石田町大字今宿字鷺の原 466-2  （TEL）0237-35-2024  （FAX）0237-35-2354  

※「川通信 おおいしだ」をご覧になってのご感想やご意見をお寄せください。 

※工事現場や河川管理施設をご覧になりたい方は、大石田出張所までご連絡ください。 

 

新庄河川 検索 

 
 

 

安パト 

 

平成２８年度 新庄河川事務所事故防止対策委員会（村山地区） 

第 1 回安全パトロールを実施しました。 

安全パトロールとは、国土交通省が発注した工事現場を確認し、 

危険箇所がないかを点検するものです。 

 総勢４５名で、寒河江川砂防出張所管内の工事現場や現場事務所 

など、４箇所をまわりました。 

パトロールの様子 意見交換の様子 

【罰則】 

・「河川法第 29条」 

3ヶ月以下の懲役又は 20万円以下の罰金 

・「廃掃法第 5条及び第 16条」 

5年以下の懲役又は、1,000万円以下の罰金 

 

 左の写真は、今年の 4月から現在までの大石田

出張所管内で発見した不法投棄の数々です。 

みなさん、これらの投棄物を見て何を思います

か？子供たちはこれらを見てどう思うでしょう。

悲しいですよね。 

河川区域内で 

ゴミを燃やす「野焼き」も 

犯罪行為です！ 

１１・１２月の予定 

・オイルフェンス組立設置等訓練 ・水門等水位観測員講習会 ・村山地区第２回安全パトロール 

炊飯器及びホースリール 廃タイヤ及び新聞 

冷蔵庫 

ブラウン管テレビ 堤防付近の焼却跡 

【パトロール箇所 ・志津地すべり中沼沢川対策工事・寒河江川流域東ノ沢整備工事】 

土石流模型を使って実験をしてみました！ 

土石流や地すべりなどについての説明を真剣に聞いています。 

大石田町豊田地区 

大石田町横山地区 

大石田町横山地区 

大石田町海谷地区 

尾花沢市名木沢地区 

応急手当の実演の様子 

村山地区第１回安全パトロール 

パトロール後には、西村山広域行政事務組合消防署西川分署の方々を講師に迎え、三角巾を使

用した怪我の応急手当やＡＥＤの使用方法についてのご講話をいただき、大変参考になりました。 

また、パトロール参加者で 安全管理の工夫や改善すべき点などについての意見交換も行いまし

た。改善すべき事項や指摘事項については、速やかに対応するとともに、各自が担当する工事現

場においても改善すべき事項がないかをチェックし、 

全ての現場において「工事事故ゼロ」を目指します。 

 

「土砂災害とはどんなものなのか」をテーマに、大石田小 

５年生の皆さんと一緒に映像や模型を使って、土砂災害の恐ろしさや

土砂災害から命を守る方法について勉強しました。 


